
話
を
語
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
語
り
方

だ
け
で
な
く
、
方
言
や
民
俗
学
、
歴
史
的

背
景
な
ど
を
幅
広
く
勉
強
す
る
ほ
か
、
服

装
を
工
夫
す
る
な
ど
、
昔
の
お
話
の
世
界

に
一
緒
に
入
り
込
め
る
よ
う
、
語
る
と
き

の
雰
囲
気
づ
く
り
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
戦
時
中
や
震
災
の
話
な

ど
、
こ
れ
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
新
し

い
話
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す
。
本
来
民
話

は
、
耳
か
ら
口
、
口
か
ら
耳
へ
と
伝
承
さ

れ
る
も
の
で
す
が
、
聞
く
方
も
語
る
方
も

少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
切
な

宝
物
が
無
く
な
ら
な
い
よ
う
、
今
は
先
人

が
残
し
て
く
れ
た
民
話
の
本
を
基
に
勉
強

し
、
語
り
部
を
す
る
こ
と
で
、
伝
承
の
輪

が
途
絶
え
な
い
よ
う
、
こ
の
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
　
活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
好
間
公
民
館
で
月
二
回
、
定
例
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
定
例
会
で
は
、
家
で
練

習
し
た
こ
と
を
披
露
し
、
各
会
員
が
自
己

研
さ
ん
す
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
年
に

一
回
、
定
例
会
で
勉
強
し
て
き
た
成
果
を

発
表
す
る
ほ
か
、
学
校
、
暮
ら
し
の
伝
承

郷
、
介
護
施
設
な
ど
で
民
話
を
披
露
し
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
会
員
一
人
一
人
に

語
り
の
依
頼
が
来
る
ま
で
上
達
し
、
み
ん

な
素
晴
ら
し
い
語
り
部
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
師
と
し
て
活
動
す
る
機
会
も

増
え
、
そ
の
中
か
ら
今
年
新
た
に
語
り
部

の
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
民
話
を
語
る
と
き
に
大
事
に
し
て
い

る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
初
め
て
依
頼
さ
れ
た
と
き
は
、
聞
く
方

に
民
話
は
そ
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
財
産
だ

と
感
じ
て
欲
し
い
の
で
、
そ
の
地
域
の
民

Ｑ
　
団
体
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
何

で
す
か
。

　
平
成
十
三
年
に
好
間
ふ
る
さ
と
振
興
協

議
会
で
民
話
集
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
編
集
委
員
と
し
て
地
域
の
方
に
話
を

聞
い
た
り
、
資
料
集
め
な
ど
を
し
て
、
二

年
掛
か
り
で
民
話
集
を
製
作
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
公
民
館
の
語
り
部
養
成
講
座
に

参
加
し
、
語
り
部
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

好
間
に
は
民
話
が
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、

語
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
ら
廃
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
民
話
は
蛇
や
タ
ヌ
キ
が

出
て
く
る
話
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
が
生

き
る
た
め
の
知
恵
や
教
訓
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
ご
先
祖
様
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
大
切
な
宝
物
で
す
。
そ
れ
が
途
絶
え
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
、
後
世
に
残
し
た
い
と

思
い
、
参
加
し
て
い
た
人
た
ち
に
声
を
掛

け
、
民
話
の
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
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広沢和子さん
　いわき民話の会会長。民話を語る
ことが生きがいであり、楽しくてや
められないと語る。会員８名で熱心
に勉強をしながら活動している。

市
民
の
ひ
ろ
ば

雰囲気づくりのため作務衣に身を包み、民
話を語る広沢さん

さ　む　え

広沢さんが教本とし、大切にしている民話
の本

後世のために民話の
　　　　　伝承の輪をつなぐ

お
知
ら
せ
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料金　　申し込み方法　　申込期間・期限　　対象

※掲載内容は変更となる場合があります。

　 　 　

　
政
策
企
画
課
統
計
分
析
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
４
１
１

○
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
を

　
実
施

　
全
国
の
全
て
の
事
業
所
と
企

業
を
対
象
に
、
来
年
３
月
ま
で

同
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
県
民
手
帳
な
ど
を
頒
布

　
県
や
県
内
市
町
村
の
最
新
統

計
資
料
、
日
常
生
活
に
役
立
つ

情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
①
県
民
手
帳
＝
６
百
円
　
②

県
勢
要
覧
＝
千
５
百
円

　
同
課
、
各
支
所
で

　
来
年
２
月
28
日
㈮

　
生
活
排
水
対
策
室
経
営
企
画

　
課
業
務
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
５
１
９

　
震
災
に
よ
り
家
屋
の
再
建
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
被
災
者
の
方

を
対
象
に
、
浄
化
槽
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
同
事
業
の
申

請
の
受
け
付
け
は
、
来
年
６
月

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

再
建
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、

同
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
震
災
に
よ
り
居
住
す
る
住
宅

な
ど
が
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、

半
壊
（
解
体
し
た
も
の
）
の
被

害
を
受
け
、
補
助
対
象
区
域
内

で
住
宅
の
新
築
、
改
築
、
大
規

模
補
修
が
必
要
と
な
り
、
合
併

浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

　
学
校
教
育
課
就
学
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
１
１
２
３

　
お
子
さ
ん
を
公
立
小
・
中
学

校
へ
就
学
さ
せ
る
の
に
経
済
的

理
由
で
お
困
り
の
方
に
、
学
用

品
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援
助

し
ま
す
。
ま
た
、
入
学
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
入
学
準
備
金

（
定
額
）
と
し
て
、
支
給
し
ま

す
の
で
、
同
課
ま
た
は
通
学
し

て
い
る
小
・
中
学
校
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お 知 ら せ
Information

いわき市の
人口と面積

▶市政情報番組「いわきWith」
　毎週月曜日　19：00～19：30
　毎週金曜日　13：00～13：30（再放送）
　毎週土曜日　８：30～９：00（再放送）
▶GOOD DAY いわき プラス
　月～金曜日　7：45～／12：10～
▶古紙回収実施の有無（当日に放送）
　回収日が月～金曜日　　　７：43ごろ
　回収日が土曜日　　　　　７：59ごろ

　
市政情報番組　　毎週土曜日　８：55～

　
福島放送　　　　11月９日㈯　11：40～
　　　　　　　　12月14日㈯　11：40～
福島中央テレビ　11月16日㈯　９：25～
福島テレビ　　　11月17日㈰　13：55～
テレビユー福島　11月23日㈯　９：25～

　
福島放送　　　　11月24日㈰　16：25～
※変更となる場合がありますので、ふるさ
　と発信課ソーシャルネットワークグルー
　プ（☎22－7503）へお問い合わせいただ
　くか、市ホームページをご覧ください。

　人　口　340,205人　（－ 133）
　　男　　168,281人　（－ 39）
　　女　　171,924人　（－ 94）
　世帯数　143,699世帯（＋ 119）
　面　積　1, 232. 02㎢
　令和元年10月１日現在／(前月比）

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査

を
実
施
な
ど

浄
化
槽
復
興
整
備
事
業
の

利
用
を

いわき市民コミュニティ放送（76.2M㎐）

市政だより

ラジオ福島（1431K㎐・90.2M㎐）

シルミルいわき

今月の納期（納期限12月２日㈪）
後期高齢者医療保険料　　　　第４期
介護保険料（第１号被保険者）第５期
個人事業税　　　　　　　　　第２期

公
立
小
・
中
学
校
の

就
学
費
用
を
援
助

　
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
し
、
女
性
の
人
権
尊
重
の

た
め
の
意
識
啓
発
を
図
り
ま
し
ょ
う

11
月
12
日
か
ら
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す



お
知
ら
せ
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対象　　申し込み方法　　とき　　ところ　　募集定員　　内容　 　 　
任期　　申込期間・期限　　時間

　
こ
ど
も
家
庭
課
家
庭
支
援
係

　
　
　
　
　
☎
27
・
８
５
６
３

　
同
手
当
は
こ
れ
ま
で
、
前
４

カ
月
分
を
年
３
回
（
４
・
８
・

12
月
）
に
分
け
て
支
給
し
て
い

ま
し
た
が
、
11
月
か
ら
前
２
カ

月
分
を
年
６
回
に
分
け
て
奇
数

月
に
支
給
し
ま
す
。

　
変
更
に
伴
い
、
11
月
の
み
前

３
カ
月
分
を
支
給
し
ま
す
。

証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
を
持

参
し
、
同
課
で

　
市
民
生
活
課
交
通
安
全
防
犯

　
係
　
　
　
☎
22
・
１
１
５
２

　
11
月
18
日
㈪
　
13
時
30
分
〜

　
ア
リ
オ
ス

　
千
人
（
当
日
先
着
順
）

　
暴
力
団
根
絶
活
動
に
功
労
の

あ
っ
た
団
体
・
個
人
の
表
彰
、

暴
力
団
追
放
三
な
い
運
動
推
進

の
大
会
宣
言
の
採
択
、
暴
力
団

排
除
に
関
す
る
講
演

　
福
島
労
働
局
賃
金
室
　
☎
０

　
２
４
・
５
３
６
・
４
６
０
４

　
県
内
の
最
低
賃
金
が
、
１
時

間
当
た
り
７
百
72
円
か
ら
７
百

98
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態
に

か
か
わ
ら
ず
、
県
内
の
事
業
所

で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
保
健
所
総
務
課
放
射
線
健
康

　
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
27
・
８
５
６
２

　
外
部
被
ば
く
・
空
間
線
量
を

測
定
で
き
、
携
帯
可
能
な
積
算

線
量
計
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月

を
変
更

第
30
回
暴
力
団
根
絶
福
島

県
民
大
会
を
開
催

積
算
線
量
計
を
貸
し
出
し

県
内
の
最
低
賃
金
が
改
正

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
税
に
つ
い
て
、
こ
の

機
会
に
考
え
ま
し
ょ
う

　
納
税
で
　
造
る
街
並
　
人
創
り

　
　
　
　
　
　
一
般
の
部
　
小
宮
山
忠
司
さ
ん
（
平
）

　
納
税
で
　
作
ろ
う
み
ん
な
の
　
明
る
い
未
来

　
　
　
　
　
　
生
徒
の
部
　
茂
木
咲
雪
さ
ん
（
湯
本
高
校
）

11
月
11
日
か
ら
17
日
は
税
を
考
え
る
週
間
で
す

令
和
元
年
度
税
に
親
し
む
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
最
優
秀
賞

　マイナンバーカードは、表面に顔写真と氏名・住所・生年月日・性別
が記載され、本人確認のための身分証明書として利用できます。また、
裏面にはマイナンバーが記載されているので、税・社会保障・災害対策
の法令で定められた手続きを行う時に利用できます。
　さらに、カードのＩＣチップに搭載された電子証明書を用いて、コン
ビニなどのマルチコピー機で住民票を取得できるなど、各種電子申請に
利用できる便利なカードです。
　顔写真１枚（６カ月以内に撮影した正面・無背景・
無帽で、縦4.5㎝×横3.5㎝）、本人確認書類（運転免
許証・パスポートなど）、通知カード、住民基本台帳
カード（交付を受けた方のみ）を持参し、同課、各支
所・市民サービスセンターで
※詳しくは、同課へお問い合わせください。

市民課住民台帳グループ　☎22－7444

マイナンバーカードの交付申請を受け付け

申

お
知
ら
せ
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廃
棄
物
対
策
課
指
導
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
６
０
４

　
昭
和
52
年
３
月
以
前
に
建
て

ら
れ
た
事
業
用
建
物
の
う
ち
、

P
C
B
を
含
む
可
能
性
の
あ
る

蛍
光
灯
用
安
定
器
を
使
用
ま
た

は
保
管
し
て
い
る
事
業
所
の
所

有
者
を
対
象
に
、
同
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
11
月
頃
か
ら
順
次
、
対
象
者

に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
ず
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
電

気
機
器
の
確
認
は
感
電
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
専
門
の
調

査
会
社
や
建
物
管
理
会
社
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
窓
口

　
　
　
　
　
☎
27
・
８
６
１
０

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入

　
引
換
券
の
申
請
を

　
同
商
品
券
の
購
入
引
換
券
の

申
請
期
限
が
、
11
月
30
日
㈯
ま

で
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
使
用

　
可
能
店
舗
の
登
録
を

　
同
商
品
券
の
使
用
が
可
能
な

店
舗
の
登
録
申
請
期
限
が
、
11

月
29
日
㈮
ま
で
と
な
り
ま
す
。

申
請
を
希
望
す
る
店
舗
は
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
・
０
５

０
・
０
１
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
ど
も
支
援
課
保
育
・
教
育

　
係
　
　
　
☎
22
・
７
４
５
８

　
来
年
２
月
28
日
㈮
ま
で
の
い

ず
れ
か
１
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

　
９
時
〜
13
時

　
市
立
保
育
所
・
幼
稚
園

　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
資

格
を
有
し
な
が
ら
、
現
在
就
労

し
て
い
な
い
潜
在
保
育
士
・
幼

稚
園
教
諭
や
、
保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
資
格
取
得
予
定
の
方

　
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

同
課
へ
☎
で

　
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係
　

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
５
４
４

　
12
月
７
日
㈯
　
10
時
〜

　
金
澤
翔
子
美
術
館
（
遠
野
町

根
岸
字
横
道
71
）

　
き
ね
と
臼
で
餅
つ
き
体
験

　
50
人
（
先
着
順
）

　
同
館
へ
電
話
（
☎
89
・
２
７

６
６
）
ま
た
は
申
し
込
み
専
用

サ
イ
ト
（h

ttp
s
:/
/

fo
rm
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　平成23年３月の東京電力㈱福島第一原子力発電所の事故
による原子力損害賠償の手続きがお済みでない方は、賠償
の可否や請求方法などについてお問い合わせください。
○賠償全般に関すること
・東京電力福島原子力補償相談室（☎0120－926－404）　
　９時～19時（月～金曜日）、９時～17時（土・日曜日、
　祝日）
○賠償に係る弁護士などへの相談に関すること
・原子力損害賠償・廃炉等支援機構（☎0120－013－814）　
　10時～17時（月～土曜日）
○賠償に係る不服申し立てや申立書の書き方に関すること
・原子力損害賠償紛争解決センター（☎0120－377－155）　
　10時～17時（月～金曜日）

原子力対策課　☎22－1204
原子力損害賠償の請求はお済みですか


